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織豊期の最重要史料、初の全文翻刻！

【史料纂集古記録編　第 178 回配本】
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  全 6 冊
橋本政宣・金子 拓・堀新・遠藤珠紀校訂

2015 年 5月 20 日刊行！

天正 18 年（1590）～文禄元年（1592）
A5 判・上製・函入・266 頁　定価（本体 13,000 円＋税）ISBN978-4-8406-5178-3　C3321

第4
●  吉田兼見（1535 ～ 1601）の日記。兼見は、兼右の子、もと兼和と称したが、
天正 14 年（1586）、後陽成天皇の御諱（和仁）を避け兼見に改名した。
元亀元年（1570）、家督を継ぎ、吉田神道の継承者となる。

 ●本冊には、豊臣秀吉による小田原北条氏攻め・奥羽仕置を経て朝鮮出
兵に至る政治情勢、また、聚楽第の整備、禁裏の造替、東山大仏の建
立をはじめとした京都の大規模な都市改造に関連する記事を豊富に収
める。
●秀吉の愛息鶴松の夭折、生母大政所や弟秀長の死去など肉親との死別
から、甥秀次への関白職譲与に至る豊臣政権内部の動向も詳しい。大
徳寺への木像設置に端を発した千利休の処罰と、彼の家族に対する苛
酷な拷問の風聞も記録されている。
●禁中内侍所造替による八咫鏡遷座のための神事や、吉田社境内におけ
る八神殿再興など、後陽成天皇と生母勧修寺晴子の吉田社神主兼見へ
の信頼がますます厚くなる。
●長岡幽斎、毛利輝元、島津義久・義弘、徳川家康ら有力大名との交流、
近衛信輔の乱心、嫡孫（のちの萩原兼従）の誕生、文禄 2年に実行され
る嫡子兼治に対する家督譲与後に住むための新第建築など、日常的な
出来事にも見るべき点が多い。
●  兼見の弟で、吉田山下の神龍院の住職であった梵舜の日記『舜旧記』
全 8冊（史料纂集古記録編：完結）と併読することにより、織田信長の台
頭、本能寺の変、豊臣秀吉の天下平定にいたる様子が看取できよう。
●  次の第 5より、新発見の天理図書館所蔵の自筆原本を収録し、全 6冊
として刊行する。


